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新しい行革が始まる
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◆新しい行革が始まる

　
市
は
平
成
１８
年
３
月
に
市
行
財
政
改

革
大
綱
を
、
平
成
２３
年
２
月
に
は
第
２

次
市
行
財
政
改
革
大
綱
を
策
定
し
ま
し

た
。
大
綱
で
は
、
行
財
政
改
革
に
関
す

る
基
本
的
な
考
え
方
や
方
針
を
示
す
と

と
も
に
、
改
革
の
具
体
的
な
取
り
組
み

事
項
を
定
め
た
行
動
計
画
に
基
づ
き
、

限
ら
れ
た
経
営
資
源
で
最
大
の
効
果
を

上
げ
る
べ
く
行
財
政
改
革
を
推
進
し
て

き
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
職
員
数
の

適
正
化
や
市
有
施
設
の
移
譲
な
ど
に
よ

る
歳
出
の
抑
制
、
市
税
な
ど
の
収
納
強

化
に
よ
る
歳
入
の
確
保
な
ど
を
通
じ

て
、こ
の
５
年
間
で
お
よ
そ
８５
億
円（
平

成
２６
年
度
と
２７
年
度
は
試
算
額
）
の
財

政
的
な
効
果
を
上
げ
て
き
ま
し
た
。

■
課
題
１
　
高
齢
化

　
平
成
３７
年
に
は
全
国
の
高
齢
化
率
が

３０
㌫
以
上
に
な
る
見
通
し
で
あ
り
、
本

市
に
お
い
て
は
そ
れ
を
は
る
か
に
上
回

る
３７
・
５
㌫
に
な
る
と
推
計
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
厚
生
労
働
省
の
推
計
に
よ

る
と
、
平
成
２４
年
度
か
ら
平
成
３７
年
度

に
か
け
て
介
護
給
付
費
は
２
・
４
倍
、

医
療
給
付
費
は
１
・
５
倍
と
、
超
高
齢

社
会
の
進
行
に
伴
う
社
会
保
障
費
の
急

激
な
増
加
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

■
課
題
２
　
施
設
の
老
朽
化

　
公
共
施
設
や
公
共
イ
ン
フ
ラ
な
ど
の

老
朽
化
が
進
み
、
今
後
多
く
の
施
設
が

大
規
模
修
繕
や
更
新
の
時
期
を
迎
え
る

こ
と
か
ら
、
統
廃
合
や
長
寿
命
化
な
ど

の
見
直
し
を
進
め
て
も
な
お
現
在
の
公

共
投
資
額
を
超
え
る
多
額
の
費
用
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

■
課
題
３
　
少
子
化

　
市
税
な
ど
の
歳
入
面
で
は
、
少
子
化

に
よ
る
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
が
本
格

化
す
る
た
め
厳
し
い
状
況
と
な
り
ま

す
。
そ
れ
だ
け
に
超
高
齢
社
会
・
人
口

減
少
社
会
を
ど
の
よ
う
に
乗
り
越
え
る

か
が
、
持
続
可
能
な
恵
那
市
を
実
現
す

る
上
で
重
要
な
鍵
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
本
市
を
取
り
巻
く
環

境
が
一
層
厳
し
さ
を
増
す
中
、高
度
化
・

多
様
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
に
迅
速
に
対

応
す
る
た
め
に
は
、
よ
り
必
要
性
が
高

い
事
業
に
重
点
を
置
き
、
今
の
時
代
に

合
わ
な
く
な
っ
た
も
の
や
優
先
度
が
低

い
も
の
を
見
直
す
な
ど
の
取
り
組
み
が

不
可
欠
で
す
。
ま
た
新
た
な
財
源
を
確

保
す
る
た
め
の
さ
ら
な
る
努
力
や
、
超

高
齢
社
会
・
人
口
減
少
社
会
に
対
応
す

る
た
め
の
戦
略
的
な
対
策
も
必
要
で

す
。
加
え
て
、
地
域
内
分
権
改
革
の
推

進
に
よ
っ
て
、
住
民
と
地
域
が
主
役
と

な
っ
た
ま
ち
づ
く
り
を
行
政
が
後
押
し

す
る
仕
組
み
の
実
践
と
そ
の
継
続
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
重
要
な
課
題
を
直
視
し
、

市
民
か
ら
期
待
さ
れ
て
い
る
質
の
高
い

事
業
・
サ
ー
ビ
ス
を
持
続
的
に
展
開
し

て
い
く
た
め
、「
オ
ー
ル
恵
那
市
」
の

考
え
方
を
基
本
と
し
て
、
第
２
次
行
財

政
改
革
大
綱
で
掲
げ
た
「
経
営
と
協
働

で
さ
ら
な
る
改
革
」を
一
層
発
展
さ
せ
、

「
地
域
を
経
営
す
る
」
と
い
う
考
え
方

に
基
づ
い
た
行
財
政
改
革
を
高
い
レ
ベ

ル
で
実
現
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

特
に
公
共
施
設
に
つ
い
て
は
、
地
域
自

治
区
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
が
進
展
す
る

中
、
分
野
横
断
的
な
視
点
に
立
ち
、
１０

年
後
を
見
据
え
た
将
来
人
口
で
維
持
可

能
な
施
設
の
あ
り
方
を
住
民
の
皆
さ
ん

と
協
議
し
な
が
ら
、
公
共
施
設
の
再
配

置
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
市
行
財
政
改
革
審
議
会
は
、
お
と
と
し
の
１０
月
３０
日
に
市
長
か
ら
「
第
３
次
行
財
政
改
革
大
綱
」
に
つ
い
て
諮
問
を
受

け
ま
し
た
。
審
議
会
は
７
回
の
会
議
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
延
べ
１０
回
開
催
し
、
昨
年
８
月
２１
日
に
審
議
会
か
ら
市
長
に

答
申
書
を
手
渡
し
ま
し
た
。
こ
の
第
３
次
行
財
政
改
革
大
綱
と
行
動
計
画
は
、
本
年
度
か
ら
５
年
間
、
市
の
経
営
の
指
針

と
な
る
も
の
で
す
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
　
総
合
戦
略
・
人
口
減
少
対
策
チ
ー
ム
（
内
線
３
２
７
）

第
３
次
市
行
財
政
改
革
大
綱
が
決
定

新
し
い
行
革
が
始
ま
る

「
オ
ー
ル
恵
那
市
」
に
よ
る

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す

「
質
」と「
量
」二
つ
の
改
革
を

基
本
方
針
と
す
る

　
多
様
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し

つ
つ
、
よ
り
効
果
的
な
事
業
運
営
や
市

民
の
利
便
性
、
満
足
度
の
向
上
を
目
指

し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
成
果
重
視
の
行

政
運
営
や
目
標
管
理
型
の
評
価
手
法
を

積
極
的
に
取
り
入
れ
、
定
着
を
図
り
、

各
地
域
の
課
題
解
決
の
た
め
市
民
や
地

域
が
主
体
的
に
活
動
で
き
る
、
地
域
自

治
区
な
ど
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
取
り

組
み
を
推
進
し
ま
す
。
そ
れ
ら
の
進
展

を
踏
ま
え
な
が
ら
、
限
り
あ
る
経
営
資

源
を
効
果
的
に
活
用
し
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
を
図
り
つ
つ
、
事
務
事
業
に

つ
い
て
不
断
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

同
時
に
市
民
参
加
の
下
で
公
共
施
設
の

在
り
方
を
根
本
か
ら
見
直
し
、
地
域
の

市
民
の
視
点
に
立
っ
た
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
向
上（
質
の
改
革
）

特
性
や
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
つ
つ
複
合

化
や
多
機
能
化
、
集
約
化
、
民
間
移
譲

な
ど
多
方
面
か
ら
の
検
討
を
加
え
、
公

共
施
設
の
再
配
置
計
画
を
策
定
し
、
推

進
し
ま
す
。
加
え
て
職
員
の
意
識
改
革

と
人
材
育
成
を
推
進
し
ま
す
。

【
具
体
的
な
改
革
項
目
】

❶
行
政
評
価
制
度
の
推
進

❷
業
務
改
善
の
実
施

❸
各
振
興
事
務
所
に
お
け
る
地
域
間
連

携
の
推
進

❹
市
民
の
視
点
に
立
っ
た
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
質
の
向
上

❺
若
者
・
女
性
の
会
議
へ
の
参
画

❻
市
民
の
声
を
施
策
に
反
映
さ
せ
る
た

め
、
諸
会
議
の
内
容
の
公
開

❼
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
独
自
利
用
の

推
進

❽
個
人
番
号
カ
ー
ド
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

平成２８年度行財政改革の一例　公共施設再配置計画の推進

▲串原振興事務所

▲串原コミュニティセンター

串原振興事務所と串原コミュニティセンターの機

能をサンホールくしはらへ集約し、複合的な施設

として地域振興と生涯学習を一体的に推進してい

きます。

▲サンホールくしはら

▲市行財政改革審議会から市長へ「第 3次行財政改革大綱」
を答申＝平成２７年８月２１日
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◆新しい行革が始まる

　
第
３
次
行
財
政
改
革
大
綱
で
は
、

平
成
２６
年
度
の
標※

２

準
財
政
規
模
を

１
８
１
億
円
と
し
、
平
成
３７
年
度
に
は

１
６
４
億
円
と
見
込
み
、　
１０
年
間
で

１７
億
円
が
減
少
す
る
と
推
計
し
て
い
ま

す
。
年
度
末
市
債
残
高
で
は
、
緊
急
性

や
必
要
性
、
財
政
状
況
を
踏
ま
え
平
成

　
行
財
政
改
革
の
取
り
組
み
を
着
実
に

推
進
す
る
た
め
に
、
市
総
合
戦
略
会
議

で
進
行
管
理
を
行
い
ま
す
。
ま
た
行
財

政
改
革
の
進　しん

ち
ょ
く捗
状
況
は
、
市
民
代
表

な
ど
か
ら
な
る
市
行
財
政
改
革
審
議
会

に
報
告
し
、
多
面
的
な
観
点
か
ら
評
価

や
意
見
を
求
め
る
と
と
も
に
、
さ
ま
ざ

ま
な
広
報
手
段
を
通
じ
て
市
民
に
分
か

り
や
す
く
公
表
し
て
い
き
ま
す
。

■
基
本
的
な
取
り
組
み

　「
オ
ー
ル
恵
那
市
」
の
考
え
方
を
基

■
行
動
計
画
の
検
証
と
見
直
し

　
計
画
期
間
は
平
成
２８
年
度
か
ら
平
成

３２
年
度
の
５
年
間
と
し
ま
す
。
た
だ

し
、
戦
略
的
に
行
財
政
改
革
を
進
め
る

た
め
、
平
成
３０
年
度
に
行
動
計
画
を
検

証
し
、
目
標
達
成
に
向
け
推
進
方
策
を

必
要
に
応
じ
見
直
し
ま
す
。

■
進
行
中
の
行
革
に
も
意
見
を

　
第
３
次
行
政
改
革
大
綱
と
行
動
計

画
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（http://

w
w
w
.city.ena.lg.jp/

）
や
情
報

公
開
コ
ー
ナ
ー
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
意
見
を
ぜ
ひ
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。

制
度
）
を
利
用
し
た
諸
証
明
書
の
コ
ン

ビ
ニ
交
付
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
向
上

❾
市
民
環
境
課
証
明
窓
口
に
お
け
る
証

明
書
発
行
の
拡
充

❿
市
自
主
運
行
バ
ス
の
運
行
方
法
の
見

直
し

⓫
広
報
の
充
実

⓬
広
聴
の
充
実

⓭
安
心
安
全
メ
ー
ル
の
利
用
促
進

⓮
公
共
施
設
再
配
置
計
画
の
推
進

⓯
地
域
限
定
施
設
（
地
域
集
会
施
設
な

ど
）
の
移
譲
と
廃
止

⓰
振
興
事
務
所
と
公
民
館
の
統
合

⓱
農
林
関
連
施
設
の
移
譲
と
廃
止

⓲
商
工
関
連
施
設
の
在
り
方
を
検
討

⓳
こ
ど
も
園
の
民
間
譲
渡
の
検
討

⓴
小
中
学
校
の
適
正
配
置
の
検
討

㉑
恵
那
南
地
区
の
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

統
合
の
検
討
と
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応

㉒
給
食
提
供
の
在
り
方
の
検
討

㉓
指
定
管
理
者
制
度
導
入
施
設
の
適
正

管
理
の
推
進

㉔
介
護
保
険
施
設
の
指
定
管
理
者
制
度

の
導
入

㉕
こ
ど
も
園
の
指
定
管
理
者
制
度
導
入

㉖
農
林
関
連
施
設
の
指
定
管
理
者
制
度

導
入
ま
た
は
地
元
移
譲

㉗
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
関
連
施
設
の
再
配

置
と
管
理
運
営
体
制
の
合
理
化

　
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
を
的
確
に
捉

え
つ
つ
、
厳
し
い
財
政
環
境
に
適
切
に

対
処
し
て
い
く
た
め
に
、
簡
素
で
効
率

的
な
行
政
経
営
を
目
指
し
ま
す
。
そ
の

た
め
、
中
長
期
的
な
視
点
に
立
っ
た
財

政
計
画
の
下
、「
入※

１

る
を
量
り
て
出
ず

る
を
為
す
」
の
精
神
で
、
歳
入
・
歳
出

の
継
続
的
な
見
直
し
を
行
い
ま
す
。
ま

た
収
納
対
策
の
一
層
の
充
実
や
ふ
る
さ

と
納
税
の
推
進
な
ど
、
さ
ら
な
る
財
源

確
保
を
図
る
た
め
の
取
り
組
み
を
行
い

ま
す
。
さ
ら
に
受
益
者
負
担
の
原
則
を

基
本
と
し
て
負
担
の
公
平
性
も
確
保
し

て
い
き
ま
す
。
加
え
て
、
ス
リ
ム
で
効

率
的
な
組
織
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、

権
限
と
責
任
を
明
確
化
し
、
円
滑
な
組

織
運
営
を
推
進
し
ま
す
。

【
具
体
的
な
改
革
項
目
】

㉘
職
員
定
数
の
適
正
化

㉙
時
間
外
勤
務
手
当
の
縮
減

㉚
補
助
金
の
適
正
化

㉛
外
郭
団
体
の
経
営
の
健
全
化

㉜
自
庁
シ
ス
テ
ム
の
サ
ー
バ
共
同
利
用

に
よ
る
シ
ス
テ
ム
経
費
の
削
減

㉝
投
票
所
な
ど
の
見
直
し

㉞
市
税
等
の
収
納
率
の
向
上（
現
年
分
）

㉟
市
税
等
の
収
納
率
の
向
上（
過
年
分
）

㊱
料
金
収
納
率
の
向
上
（
現
年
分
）

㊲
料
金
収
納
率
の
向
上
（
過
年
分
）

㊳
ふ
る
さ
と
納
税
の
推
進

㊴
広
告
収
入
事
業
の
推
進

㊵
市
有
地
の
有
効
活
用

㊶
公
共
施
設
維
持
経
費
の
削
減

㊷
振
興
事
務
所
に
お
け
る
事
務
の
整
理

㊸
中
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と
市
民

会
館
の
施
設
統
合

㊹
介
護
老
人
保
健
施
設
の
稼
働
率
の
向

上㊺
病
床
稼
働
率
の
向
上

㊻
岩
村
保
健
セ
ン
タ
ー
の
運
営
形
態
の

検
討

㊼
消
防
施
設
の
在
り
方
の
検
討

㊽
消
防
団
器
具
庫
の
統
廃
合

㊾
老
朽
化
住
宅
の
取
り
壊
し

㊿
こ
ど
も
園
の
統
合

�
通
園
バ
ス
な
ど
の
利
用
者
の
受
益
者

負
担

�
教
職
員
住
宅
の
適
正
配
置

�
恵
那
市
恵
南
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
あ

お
ぞ
ら
の
検
討

簡
素
で
効
率
的
な
行
政
経
営

の
確
立
（
量
の
改
革
）

□平成37年度までの財政見通し

説明 H26年度 H27年度 H32年度 H37年度

標準財政規模 181億円 182億円 167億円 164億円

年度末市債残
高（普通会計）

342億円 329億円 306億円 239億円

経常収支比率 85.4％ 86.3％ 91.1％ 90.0％

普通交付税 90.8億円 90.4億円 73.6億円 70.6億円

市税 70.7億円 70.4億円 69.8億円 69.9億円

※標準財政規模　地方公共団体の標準的な状態で通常収入され
るであろう経常的一般財源の規模を示すもので、標準税収入額
等に普通交付税を加算した額です。

※経常収支比率　財政構造の弾力性を図る指標。人件費、扶助
費、公債費のように毎年度経常的に支出される経費（経常的経
費）に、地方税、普通交付税を中心とする毎年度経常的に収入
される一般財源（経常一般財源）がどの程度充当されたのかを
みるものです。市では、80％を超えると財政構造の弾力性が失
われつつあると言われていましたが、平成 24 年度決算では全
国の類似団体平均が 90.2％、岐阜県内の平均も 86.9％と全国的
に高止まる傾向にあります。

※普通交付税　全国どこに住んでいても一定水準の行政サービ
スが保てるよう国税収入の一部を地方自治体に交付するもので
す。

�
上
水
道
事
業
と
簡
易
水
道
事
業
の
統

合
（
会
計
統
合
）

�
水
道
事
業
加
入
分
担
金
の
統
一
の
検

討�
給
水
区
域
内
の
水
道
普
及
率
の
向
上

�
下
水
道
事
業
の
企
業
会
計
へ
の
移
行

�
下
水
道
区
域
内
（
農
業
集
落
排
水
事

業
区
域
を
含
む
）
の
水
洗
化
率
の
向
上

歳
入
の
維
持
確
保
と

歳
出
の
抑
制
に
努
め
る

２６
年
度
末
市
債
残
高
の
３
４
２
億
円
か

ら
平
成
３７
年
度
に
は
２
３
９
億
円
へ
と

１０
年
間
で
１
０
３
億
円
の
縮
減
を
目
指

し
ま
す
。
第
３
次
行
財
政
改
革
行
動
計

画
に
掲
げ
た
、「
質
」
と
「
量
」
の
改

革
を
着
実
に
実
行
し
、
経
常
経
費
な
ど

の
一
層
の
削
減
に
努
め
ま
す
。

公
開
と
見
直
し
で
改
革
を
推
進
す
る

本
と
し
、
質
の
改
革
と
量
の
改
革
で
定

め
た
５８
の
改
革
項
目
に
基
づ
き
目
標
管

理
を
行
い
ま
す
。

■
進
行
状
況
は
「
恵
那
市
の
経
営
」
で

公
表

　
５
年
間
の
計
画
期
間
中
、
改
革
項
目

の
目
標
達
成
状
況
を
毎
年
確
認
し
「
恵

那
市
の
経
営
」
で
公
表
し
ま
す
。
市
行

財
政
改
革
審
議
会
や
市
議
会
な
ど
に
報

告
し
、
皆
さ
ん
の
意
見
を
参
考
に
し
な

が
ら
行
財
政
改
革
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

※
１
入
る
を
量
り
て
出
ず
る
を
為
す

　
収
入
を
計
算
し
て
支
出
と
の
つ
り

合
い
を
調
整
す
る
。
経
済
状
態
を
整

え
る
こ
と

　
ま
た
平
成
２６
年
度
決
算
額
の
う
ち
歳

入
の
約
４１
㌫
を
占
め
る
普
通
交
付
税

は
、
人
口
減
少
に
加
え
、
合
併
に
よ
る

優
遇
措
置
が
平
成
２７
年
度
か
ら
段
階
的

に
縮
小
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
平
成
３７

年
度
に
は
約
２０
億
円
の
減
収
と
な
る
見

込
み
で
す
。
市
税
の
う
ち
法
人
市
民
税

は
企
業
の
業
績
回
復
な
ど
に
よ
り
増
収

が
見
込
ま
れ
る
も
の
の
、
個
人
市
民
税

は
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
な
ど
に
よ
り

減
収
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
今
後
は
、
第

２
次
市
総
合
計
画
で
「
子
育
て
世
代
の

移
住
・
定
住
」、「
子
育
て
支
援
」
な
ど
、

人
口
増
加
施
策
を
積
極
的
に
展
開
し
、

歳
入
の
維
持
確
保
に
努
め
ま
す
。

市民（地域経営力の向上による持続可能なまちづくり）

行財政改革行動計画
（具体的な取り組み）

行財政改革大綱

改革項目

改革の柱
「質」「量」の改革

基本理念
「地域経営」

■第３次恵那市行財政改革の体系図

▲市民の代表などで構成される市行財政改革審議会。進行
状況を報告し、評価や意見を求める

※２標準財政規模＝５㌻左上の囲み内を参照
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■対象者

・地域自治区、自治会など
・商店会
■対象経費

　設置するために必要な費用（維持管理費や地代、
占用料を除く）
※賃貸借契約も対象（経費のうち補助対象となる
部分を明確に区分でき、あらかじめ一括して支払
う場合に限る）
■補助率など

　補助率２分の１、補助限度額５０万円
■条件など

・カメラの撮影範囲に公共の場所を含める（撮影
範囲の３分の１程度）
※公共の場所とは、道路、公園、広場などで、不

特定多数の人が自由に利用し通行する場所を言い
ます
・設置から５年間は継続して利用
・設置運用基準を作成
・録画された画像の保存は３０日以内
・設置について、地域住民など関係者の同意を得
る
■その他

・申請は１団体につき同一年度内に１回限り
・完了後３０日以内かその年度の１月末日のいず
れか早い期日までに実績報告書を提出
■受け付け開始

　６月１日㈬
申・問　危機管理チーム（本庁舎３階、内線
３５４）

■
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
の
際
に
届
け
出
が
必

要
な
団
体

◇
市

◇
市
の
施
設
な
ど
を
管
理
し
て
い
る
指
定

管
理
者

◇
地
域
自
治
区
な
ど
の
地
域
的
な
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
活
動
を
行
う
団
体

◇
市
長
が
必
要
と
認
め
た
も
の

■
届
け
出
義
務
者
が
行
う
こ
と

◇
設
置
運
用
基
準
の
作
成
と
市
へ
の
届
け

出◇
管
理
責
任
者
と
取
扱
者
の
設
置

◇
カ
メ
ラ
を
設
置
し
て
い
る
こ
と
と
設
置

者
の
表
示

◇
画
像
デ
ー
タ
の
適
正
な
管
理

◇
苦
情
の
対
応

◇
知
り
得
た
情
報
を
他
に
漏
ら
さ
な
い

◇
不
当
な
目
的
の
た
め
に
使
用
し
な
い

■
条
例
に
違
反
し
た
場
合

　
市
か
ら
勧
告
を
行
い
、
そ
れ
に
従
わ
な

い
場
合
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど
で
そ
の

事
実
を
公
表
し
ま
す
。

■
条
例
の
対
象
と
な
る
防
犯
カ
メ
ラ
に
対

す
る
苦
情

　
設
置
者
ま
た
は
管
理
責
任
者
に
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。
そ
の
対
応
に
不
服
が
あ
る

場
合
は
市
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

防
犯
カ
メ
ラ
の
適
正
な
設
置
及
び

運
用
に
関
す
る
条
例
を
制
定

　

防
犯
カ
メ
ラ
を
適
正
に
設
置
・
運
用
す
る
こ
と
で
信
頼
性
を
確
保
し
、
安
全
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る
こ
と
を
目
的
に
、「
防
犯
カ
メ
ラ

の
適
正
な
設
置
及
び
運
用
に
関
す
る
条
例
」
を
制
定
し
ま
し
た
。

　

防
犯
カ
メ
ラ
は
、
犯
罪
の
抑
止
効
果
が
あ
る
一
方
で
、
公
共
の
場
所
で
は
不
特

定
多
数
の
人
が
写
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に

も
配
慮
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ　

危
機
管
理
チ
ー
ム
志
２
６
ー
２
１
１
１
（
内
線
３
５
４
）

防犯設備整備費補助金制度

　市では、犯罪の起こりにくい環境づくりのため、防犯カメラの設置費用の一部を補助し、設
置を促進することで犯罪の発生を抑え、地域の皆さんの安心感を高めていきます。

～防犯カメラの設置を支援します～

平成27年中の犯罪の発生状況

■平成２７年中、恵那警察署管内の刑法犯認知件数
は２８７件で前年に比べ７７件（２１.２㌫）の減少とな
り、平成１８年からの１０年間で最少となりました。
県下の認知件数は１８,１６０件で、前年に比べ２,０３２
件（１０.１㌫）減少しました。
■平成２７年中の犯罪の検挙人員は４５人で、前年に
比べ３８人減少しましたが、検挙件数は１３６件で、
前年に比べ５５件増加しました。 0

100

200

300

400

500

H27H26H25H24H23H22H21H20H19H18

■全刑法犯２８７件のうち２０９件は窃盗犯でした。
■侵入盗の被害は２９件で前年比１８件の減少となりました。
■非侵入盗のうち、車上狙い被害は４４件で前年比２１件の増加となり
ました。
■粗暴犯（暴行、傷害など）は１２件で前年比１７件の減少となりました。
■振り込め詐欺などは２件、被害総額約５５０万円で、前年比６件、約
４,１４４万円の減少となりました。
■風俗犯（公然わいせつなど）は６件で前年比１件の増加となりまし
た。

犯罪の認知件数と検挙人員

犯罪の特徴

499

402

429 422

402

437

389 393
364

287

45
8390

6668
52

81

68

8291

認知件数

検挙人員

凶悪犯１
粗暴犯１２

侵入犯２９

乗り物盗
２１

非侵入盗１５９

知能犯１４

その他４５
風俗犯６

受理

総件数

２８７

資料提供　恵那警察署



申問　：問い合わせ　　：申し込み　　※コミセン＝コミュニティセンターの略 

　
子
ど
も
教
室
の
活
動
中
に
子
ど

も
の
安
全
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
安
全

管
理
員
を
募
集
し
ま
す
。

　
市
内
の
小
学
校
区
の
う
ち
１１
校

区
で
は
「
市
子
ど
も
教
室
」
を
開

催
し
て
お
り
、
体
験
や
交
流
に

よ
っ
て
社
会
性
を
育
ん
で
い
ま

す
。
月
１
回
程
度
、
放
課
後
の
空

き
教
室
や
休
日
の
コ
ミ
セ
ン
を
利

用
し
て
文
化
活
動
や
調
理
、
軽
ス

ポ
ー
ツ
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

□
募
集
教
室
・
活
動
日
　
▽
三
郷

小
学
校
「
な
か
よ
し
ク
ラ
ブ
」
＝

放
課
後
　
▽
岩
邑
小
学
校
「
い

わ
っ
こ
ク
ラ
ブ
」
＝
放
課
後
、
土

曜
日
　
▽
山
岡
小
学
校
「
や
ま
っ

こ
ク
ラ
ブ
」
＝
放
課
後
、土
曜
日
、

夏
休
み
　
▽
中
野
方
小
学
校
＝
調

整
中

※
応
募
者
に
は
活
動
日
程
の
詳
細

を
伝
え
ま
す

□
定
員
　
各
１
人

□
報
酬
　
２
０
０
０
円
／
回

□
活
動
内
容
　
使
用
前
後
の
施
設

や
設
備
の
安
全
確
認
、
子
ど
も
の

健
康
と
安
全
管
理
、不
審
者
対
策
、

災
害
発
生
時
の
対
応

□
申
し
込
み
方
法
　
生
涯
学
習
課

の
窓
口
か
電
話
で
申
し
込
む

　
　
　
　
生
涯
学
習
課 

（
本
庁
舎

３
階
、
内
線
３
４
２
）

　
県
内
在
住
の
ひ
と
り
親
家
庭
の

親
を
対
象
に
、
就
業
を
支
援
す
る

た
め
の
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

□
内
容
　
介
護
職
員
初
任
者
研

修
、
介
護
職
員
実
務
者
研
修
、
医

療
事
務
講
習

□
対
象
　
県
内
在
住
の
ひ
と
り
親

の
方
で
、
児
童
扶
養
手
当
を
受
給

し
て
い
る
方
か
同
等
の
所
得
水
準

の
方

□
定
員
　
各
５
～
１０
人
程
度
（
抽

選
）

※
定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
開
講

し
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す

□
料
金
　
無
料
（
た
だ
し
、
教
材

費
が
別
途
必
要
）

□
申
し
込
み
方
法
　
市
役
所
子
育

て
支
援
チ
ー
ム
に
備
え
付
け
の
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
提
出

す
る

□
受
付
期
間
　
５
月
２
日
㈪
～
２７

日
㈮

※
応
募
者
の
中
か
ら
受
講
者
を
決

定
し
講
習
会
の
詳
細
を
連
絡
し
ま

す　
　
　
　
子
育
て
支
援
チ
ー
ム

（
西
庁
舎
１
階
、
内
線
１
９
３
）

　
市
茶
道
連
盟
の
協
力
で
、
抹
茶

の
無
料
体
験
を
開
催
し
ま
す
。
こ

の
日
は
入
館
料
が
無
料
で
す
。
家

族
や
友
人
と
誘
い
合
っ
て
、
ぜ
ひ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

□
と
き　

５
月
２１
日
㈯
午
前
１０

時
～
午
後
３
時
（
無
く
な
り
次

第
終
了
）

□
と
こ
ろ
　
中
山
道
ひ
し
屋
資
料

館
（
大
井
町
）

□
料
金
　
一
服
１
０
０
円
（
お
菓

子
付
き
）

　
　
生
涯
学
習
課（
内
線
３
４
５
）

　
市
中
央
図
書
館
（
伊
藤
文
庫
）

で
は
、
毎
月
第
３
日
曜
日
の
恵
那

市
読
書
の
日
に
、
地
域
の
コ
ミ
セ

ン
図
書
室
活
用
と
読
書
推
進
の
た

め
、
地
域
の
コ
ミ
セ
ン
図
書
室
で

読
書
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　
第
１
弾
の
５
月
は
、
岩
村
コ
ミ

セ
ン
古
本
市
を
開
催
し
ま
す
。
図

書
館
や
家
庭
で
不
要
に
な
っ
た
本

が
一
堂
に
集
ま
り
ま
す
。
気
に

入
っ
た
本
は
無
料
で
持
ち
帰
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
図
書
館
司
書
に

よ
る
絵
本
読
み
聞
か
せ
も
同
時
開

催
し
ま
す
。

□
と
き
　
５
月
１５
日
㈰
午
後
１
時

～
４
時
（
絵
本
読
み
聞
か
せ
は
午

後
２
時
）

□
と
こ
ろ
　
岩
村
コ
ミ
セ
ン

　
　
市
中
央
図
書
館
志
２
５
―
５

１
２
０

　
市
消
防
団
音
楽
隊
で
は
、
恵
那

南
高
等
学
校
と
恵
那
東
中
学
校
、

恵
那
西
中
学
校
の
吹
奏
楽
部
と
合

同
で
、
総
勢
１
２
０
人
の
ふ
れ
あ

い
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

□
と
き
　
５
月
２２
日
㈰
午
後
１
時

（
開
場
は
午
後
０
時
半
）

□
と
こ
ろ
　
恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー

□
料
金
　
無
料

　
　
消
防
課
志
２
６
―
０
１
１
９

（
内
線
２
５
３
）

　
市
消
防
協
会
で
は
、
消
防
団
活

動
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
作
品
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　
市
民
の
目
線
で
消
防
団
の
活
動

を
見
て
も
ら
い
、
消
防
団
が
身
近

な
存
在
だ
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て

も
ら
う
と
と
も
に
、
防
火
や
防
災

へ
の
意
識
を
高
め
て
も
ら
え
る
よ

う
に
開
催
す
る
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
で
す
。
た
く
さ
ん
の
応
募
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

□
テ
ー
マ
　
消
防
団
の
年
間
行
事

や
災
害
活
動
、
地
域
行
事
へ
の
参

加
風
景
な
ど
、
消
防
団
の
活
動
に

関
す
る
物
（
消
防
職
員
の
活
動
風

景
は
対
象
外
）

□
写
真
　
四
つ
切
（
縦
２
５
４

㍉
、
横
３
０
５
㍉
）
か
ワ
イ
ド
四

つ
切
（
縦
２
５
４
㍉
、
横
３
６
５

㍉
）
で
現
像
し
た
も
の

□
申
し
込
み
方
法
　
市
内
各
消
防

署
か
市
内
の
写
真
店
、
市
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト（http://w

w
w

.city.
ena.lg.jp/

）か
ら
応
募
用
紙
を

入
手
し
、必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

作
品
の
裏
側
に
応
募
用
紙
を
貼
っ

て
提
出
す
る

□
提
出
先
　
消
防
本
部
か
岩
村
消

防
署
、
明
智
消
防
署
、
上
矢
作
分

署□
締
め
切
り
　
平
成
２９
年
１
月
３１

日
㈫

□
結
果
発
表
　
平
成
２９
年
２
月
中

旬
ご
ろ
（
郵
送
で
案
内
し
ま
す
）

□
表
彰
式
　
平
成
２９
年
２
月
下
旬

□
賞
　
特
別
賞
（
市
長
賞
）、
特

選
（
３
点
）、
準
特
選
（
２
点
）、

入
選
・
佳
作
（
各
１０
点
）

※
応
募
数
に
よ
り
変
更
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す

□
そ
の
他
　
応
募
は
一
人
何
点
で

も
構
い
ま
せ
ん
。
未
発
表
の
も
の

に
限
り
ま
す
。
合
成
や
加
工
し
た

も
の
は
応
募
不
可
で
す
。
応
募
作

品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。
入
賞
作
品

の
著
作
権
は
市
に
帰
属
し
ま
す
。

　
　
明
智
消
防
署
志
５
５
―
０
１

１
９

　
地
元
の
農
業
女
性
グ
ル
ー
プ
が

講
師
を
務
め
る
恵
那
の
味
・
伝
承

講
座
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

　
地
元
で
採
れ
た
農
作
物
で
郷
土

料
理
を
作
り
、
農
家
で
代
々
受
け

継
が
れ
て
き
た
伝
統
の
味
と
そ
の

良
さ
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

講
座
で
作
る
品
目
以
外
に
、
手
作

り
の
ま
か
な
い
料
理
を
食
べ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

□
と
こ
ろ
　
ア
グ
リ
パ
ー
ク
恵
那

総
合
管
理
セ
ン
タ
ー
（
長
島
町
）

□
時
間
　
午
前
９
時
半
～
午
後
１

時
（
Ａ
コ
ー
ス
、Ｂ
コ
ー
ス
と
も
）

□
定
員
　
各
コ
ー
ス
１５
人
（
参
加

人
数
が
少
な
い
場
合
は
、
コ
ー
ス

を
一
方
に
統
合
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
）

□
対
象
　
計
１０
回
の
講
座
に
参
加

で
き
る
方

□
料
金
　
▽
受
講
料
＝
５
０
０
０

円
／
年
　
▽
そ
の
他
＝
１
０
０
０

円
／
回
（
材
料
代
、
昼
食
代
）

□
受
け
付
け
開
始
　
５
月
１０
日
㈫

午
前
９
時

　
　
　
　
ア
グ
リ
パ
ー
ク
恵
那
総

合
管
理
セ
ン
タ
ー
志
２
５
―
８
０

０
８
（
火
曜
日
～
金
曜
日
午
前
９

時
～
午
後
５
時
）

　
食
生
活
改
善
に
つ
い
て
学
ぶ
養

成
講
座
を
受
講
し
、
得
た
知
識
を

地
域
の
健
康
づ
く
り
の
た
め
に
食

生
活
改
善
推
進
員
と
し
て
生
か
す

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

講
座
で
は
、
毎
月
テ
ー
マ
に
沿
っ

た
内
容
の
講
義
や
調
理
実
習
を
行

い
ま
す
。
女
性
だ
け
で
な
く
男
性

の
受
講
も
大
歓
迎
で
す
。
こ
の
機

会
に
食
生
活
や
栄
養
に
つ
い
て
の

知
識
を
習
得
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

□
と
き
　
６
月
１７
日
、７
月
１５
日
、

８
月
１９
日
、
９
月
１６
日
、
１０
月
７

日
、
２１
日
、
１１
月
１８
日
（
毎
回
金

曜
日
）
午
前
９
時
半
～
午
後
１
時

（
全
７
回
）

□
と
こ
ろ
　
市
民
会
館

□
対
象
　
市
内
在
住
で
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
意
欲
が
あ
り
、
修

了
後
に
食
生
活
改
善
連
絡
協
議
会

の
会
員
と
し
て
活
動
可
能
な
人

□
定
員
　
２５
人
（
先
着
順
）

□
料
金
　
５
０
０
円
程
度
／
回

（
材
料
代
）

□
内
容
　
栄
養
の
基
礎
知
識
、
健

康
づ
く
り
の
基
本
、
生
活
習
慣
病

予
防
の
食
生
活
な
ど
の
講
義
と
調

理
実
習

□
申
し
込
み
方
法
　
電
話
か
窓
口

で
申
し
込
む

□
受
付
期
間
　
５
月
１０
日
㈫
～
６

月
１０
日
㈮

　
　
　
　
保
健
推
進
課
（
西
庁
舎

２
階
、
内
線
２
８
２
）

講座 Ａコース Ｂコース 内　容

第 １ 回  ６月８日㈬  ６月１５日㈬ ほお葉ずし、かしわ餅
第 ２ 回  ７月１３日㈬  ７月２０日㈬ 寒天料理、巻きずし
第 ３ 回  ８月１０日㈬  ８月１７日㈬ 焼肉のタレ
第 ４ 回  ９月１４日㈬  ９月２１日㈬ からすみ、梅ジャム
第 ５ 回 １０月１２日㈬ １０月１９日㈬ 栗きんとん、栗おこわ
第 ６ 回 １１月９日㈬ １１月１６日㈬ ユズ釜、ユズジャム
第 ７ 回 １２月１４日㈬ １２月２１日㈬ するめのこうじ漬け、芋餅、花餅
第 ８ 回  １月１１日㈬  １月１８日㈬ こんにゃく、桜餅
第 ９ 回  ２月８日㈬  ２月１５日㈬ 五平餅
第１０回  ３月８日㈬  ３月１５日㈬ 豆腐、ピーナツ豆腐、おしょうみそ

第
５
回
市
ふ
れ
あ
い
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
催

募
集

消
防
団
活
動
フ
ォ
ト
コ
ン

テ
ス
ト
の
作
品

恵
那
の
味
・
伝
承
講
座
の

受
講
生

問

申
・
問

ひ
し
屋
資
料
館
で
抹
茶
の

無
料
体
験
を
開
催

ひ
と
り
親
の
就
業
支
援
講

習
会
の
受
講
者

案
内

申
・
問

栄
養
の
知
識
を
学
び
生
か

す
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

コ
ミ
セ
ン
古
本
市
と
え
ほ

ん
の
よ
み
き
か
せ
を
開
催

子
ど
も
教
室
の
安
全
管
理

員

問

申
・
問

問

申
・
問

問

▲仲間と協力し多様な郷土料理を作る

▲前回の市長賞作品

▲全員で心を一つにして音を奏でる

▲掘り出し物が見つかる古本市

▲子どもが安全に活動できるよう見守る
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申問　：問い合わせ　　：申し込み　　※コミセン＝コミュニティセンターの略 

「あんしん声掛け訓練」に協力ください

　認知症の高齢者などが一人で外出し、自宅などに帰ることができなくなる事案が市内で発生して
います。このようなことが発生しても、認知症の方が早く安全に帰ることができるように、市では
「あんしん声掛け訓練」を実施します。　　　　　　　　　　　地域包括支援センター ( 内線１７５)

□とき　５月２４日㈫午後１時半～３時
□ところ　岩村町内

あの人
もしかして…

ど
う
か
し
ま
し
た
か

問

も
し
も
し

地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
で
す
か

認知症になっても誰もが地域で安心して暮らせる社会をつくるために
皆さんの協力をお願いします

あんしん声掛け訓練とは

あんしん声掛け訓練とは、認知症の高齢
者を見掛けたらスムーズに声を掛けた
り、必要時には通報したりできるように
なるために行う訓練です。当日は、「認
知症高齢者」役の方が町内を実際に歩き
ます。見掛けた方は、積極的に声を掛け、
どこを歩いていたかなどを地域包括支援
センターへ通報してください。
声掛けのポイント

❶「こんにちは」「どうかしましたか」
など、優しく声を掛けましょう。
❷背後から急に声を掛けると相手をびっ
くりさせてしまいます。相手の視野に
入ってから声を掛けましょう。
❸相手のペースに合わせて、笑顔で接し
ましょう。
❹子どもは周りの大人に伝えましょう。
認知症高齢者役の特徴

男性、黒色のズボン、黒色の服、黒色のくつ、黄色の帽子、「訓練中」の表示
当日の通報先

志２２-９１１２（地域包括支援センター）

訓練中

　　
自
動
車
税
は
、
教
育
や
福
祉
な

ど
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
た
め

の
大
切
な
財
源
で
す
。
納
期
限
ま

で
に
金
融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
な
ど
で
納
付
し
て
く
だ

さ
い
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

し
た
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
も

で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
５
月
６

日
㈮
に
発
送
す
る
納
税
通
知
書
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
県
自
動
車
税
事
務
所
志
０
５

８
―
２
７
９
―
３
７
８
１

□
と
き
　
５
月
１１
日
㈬
、
２５
日
㈬

午
後
１
時
～
３
時
５０
分

□
と
こ
ろ
　
県
民
生
活
相
談
セ
ン

タ
ー
（
岐
阜
市
）

□
相
談
方
法
　
面
接（
２０
分
／
人
）

□
定
員
　
８
人
（
先
着
順
）

□
締
め
切
り
　
相
談
日
の
２
日
前

　
　
　
　
県
民
生
活
相
談
セ
ン

タ
ー
志
０
５
８
―
２
７
７
―
１
０

０
１

　
ふ
れ
あ
い
エ
コ
プ
ラ
ザ
で
は
、

Ｅ
Ｍ
ぼ
か
し
を
使
っ
て
生
ご
み
を

良
質
な
堆
肥
に
す
る
処
理
方
法
を

学
ぶ
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

□
と
き
　
５
月
２８
日
㈯
、
６
月
１８

日
㈯
午
前
９
時
半
～
１１
時

□
と
こ
ろ
　
ふ
れ
あ
い
エ
コ
プ
ラ

ザ□
定
員
　
１０
人
（
先
着
順
）

□
料
金
　
無
料

□
そ
の
他
　
参
加
者
に
は
、
Ｅ
Ｍ

ぼ
か
し
を
３
個
進
呈
し
ま
す
。

　
　
　
　
ふ
れ
あ
い
エ
コ
プ
ラ
ザ

志
２
５
―
１
５
１
５
（
月
、
火
曜

日
休
館
）

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
恵
那
で
は
、
６

月
２０
日
㈪
か
ら
中
学
・
高
校
の
新

規
卒
業
者
の
求
人
受
け
付
け
を
開

始
し
ま
す
。
事
業
主
の
方
は
、
中

長
期
的
な
視
野
で
人
材
採
用
計
画

を
立
て
、
１
人
で
も
多
く
の
採
用

を
検
討
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
恵
那
ま
で
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

　
　
恵
那
公
共
職
業
安
定
所
志
２

６
―
１
３
４
１

案
内

自
動
車
税
の
納
期
限
は
５

月
３１
日
㈫

問申
・
問

弁
護
士
の
無
料
相
談
会
を

開
催

申
・
問

　
所
得
の
少
な
い
高
齢
者
へ
の

支
援
と
し
て
支
給
さ
れ
る
高
齢

者
向
け
給
付
金
（
年
金
生
活
者

等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金
）
の

申
請
受
け
付
け
を
開
始
し
ま

す
。

　
給
付
金
を
受
け
取
る
に
は
、

申
請
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

支
給
対
象
と
な
る
可
能
性
の
あ

る
方
に
は
、
５
月
中
旬
に
申
請

書
を
発
送
し
ま
す
。
申
請
書
が

届
い
た
ら
、
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
添
付
書
類
と
共
に
同
封

の
返
信
用
封
筒
で
返
送
く
だ
さ

い
。

□
対
象
　
次
の
条
件
を
全
て
満

た
す
方
。
平
成
２７
年
度
臨
時
給

付
金
対
象
者
の
う
ち

❶
平
成
２７
年
１
月
１
日
時
点
で

市
内
に
住
民
票
が
あ
る
方

❷
平
成
２７
年
度
の
市
民
税
が
非

課
税
の
方
で
平
成
２８
年
度
中
に

６５
歳
以
上
に
な
る
方
、
非
課
税

の
方
の
扶
養
親
族
の
方
（
生
活

保
護
受
給
者
は
除
く
）

□
支
給
額
　
３
万
円
／
人

□
受
付
期
間
　
５
月
１６
日
㈪
～

８
月
３１
日
㈬

※
郵
送
の
場
合
は
締
め
切
り
日

の
消
印
有
効 

□
提
出
方
法 

　
申
請
書
に
同

封
の
返
信
用
封
筒
で
の
郵
送
が

原
則
で
す
。
た
だ
し
、
窓
口
で

も
受
け
付
け
可
能
で
す
。
各
振

興
事
務
所
で
は
、
受
け
取
り
の

み
可
能
で
す
。

□
提
出
書
類 

　
申
請
書
、
対

象
と
な
る
方
（
申
請
書
に
印
字

の
あ
る
方
）
全
員
分
の
本
人
確

認
書
類
（
運
転
免
許
証
や
健
康

保
険
証
な
ど
）
の
写
し
、
振
込

先
口
座
の
通
帳
か
キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
の
写
し

□
支
給
方
法 

　
原
則
と
し
て
、

申
請
書
で
指
定
さ
れ
た
金
融
機

関
口
座
へ
振
り
込
み
ま
す
。
受

け
付
け
か
ら
支
給
ま
で
は
１
カ

月
半
程
度
か
か
る
見
込
み
で

す
。

□
そ
の
他
　
申
請
書
は
支
給
対

象
と
な
る
可
能
性
の
あ
る
方
に

発
送
し
ま
す
の
で
、
支
給
が
確

定
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。申
請
書
を
提
出
し
て
も
、

そ
の
後
の
審
査
で
要
件
を
満
た

さ
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
場
合

は
、
不
支
給
と
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　
　
　
　
臨
時
福
祉
給
付
金
等

支
給
業
務
推
進
本
部
（
本
庁
舎

１
階
、
内
線
２
２
９
）（
対
応

時
間
は
平
日
午
前
８
時
半
～
午

後
５
時
１５
分
）

臨
時
福
祉
給
付
金
の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

申
・
問

Ｅ
Ｍ
生
ご
み
堆
肥
講
座
を

開
催

６
月
２０
日
か
ら
中
・
高
卒

者
の
求
人
を
受
け
付
け

問

▲臨時福祉給付金等支給業務推進本部の案内図

臨時福祉給付金等

支給業務推進本部

本庁舎１階

事前勉強会も行います

訓練の事前勉強会として、認知症について学び理解する「認知症サポーター養成講座」を開催
します。あんしん声掛け訓練についての説明もあります。ぜひ参加ください。
□とき　５月１２日㈭午後７時半～９時　
□ところ　岩村振興事務所

訓練中

□料金　無料
□申し込み　不要
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申問　：問い合わせ　　：申し込み　　※コミセン＝コミュニティセンターの略 

  

日
本
郵
便
株
式
会
社
が
実
施
し

た
「
第
１３
回
全
日
本
年
賀
状
大
賞

コ
ン
ク
ー
ル
」
の
小
学
４
か
ら
６

年
生
の
絵
手
紙
部
門
で
、
大
井
小

学
校
５
年
生
（
受
賞
時
）
佐
藤
拾し

ゅ
う

豪ご
う

君
が
大
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

３
月
２３
日
、
大
井
小
学
校
で
表
彰

状
授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
恵
那
郵
便
局
の
渡
辺
薫
局
長
か

ら
賞
状
と
盾
を
手
渡
さ
れ
た
佐
藤

君
は
「
学
校
で
年
賀
状
コ
ン
ク
ー

ル
の
募
集
案
内
を
見
つ
け
て
、
友

達
と
出
そ
う
と
決
め
た
」と
話
し
、

「
一
生
懸
命
考
え
て
書
い
た
年
賀

状
な
の
で
、
大
賞
が
も
ら
え
て
と

て
も
う
れ
し
い
」
と
喜
び
を
語
り

ま
し
た
。

  

佐
藤
君
の
年
賀
状
に
は
、
平
成

２８
年
の
え
と
で
あ
る
申さ

る

が
１２
匹
描

か
れ
、「
さ
る
年
の
ぼ
く
は
ど
れ

で
い
こ
う
か
な
？
」
と
色
と
り
ど

り
の
文
字
が
添
え
ら
れ
て
い
ま

す
。「
見
ざ
る
、
言
わ
ざ
る
、
聞

か
ざ
る
の
他
に
、
野
球
の
ボ
ー
ル

と
バ
ッ
ト
を
持
っ
た
元
気
な
サ

ル
、
勉
強
を
頑
張
る
サ
ル
、
ニ
コ

ニ
コ
笑
顔
の
サ
ル
、
寒
く
て
ガ
タ

ガ
タ
震
え
て
い
る
サ
ル
、
苦
手
な

も
の
を
食
べ
て
い
る
サ
ル
、
怒
っ

て
拳
を
振
り
上
げ
て
い
る
サ
ル
、

太
っ
た
サ
ル
、
痩
せ
た
サ
ル
、
面

白
い
顔
を
し
た
サ
ル
を
描
い
た
」

と
説
明
。「
遠
く
に
住
む
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
に
向
け
て
書
い
た
年
賀

状
。
新
年
の
目
標
が
ま
だ
決
ま
っ

て
い
な
か
っ
た
の
で
、
ど
ん
な
自

分
で
頑
張
ろ
う
か
な
と
い
う
気
持

ち
を
込
め
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

  

コ
ン
ク
ー
ル
は
版
画
、
絵
手
紙
、

こ
と
ば
の
３
部
門
か
ら
成
り
、
幼

児
か
ら
一
般
ま
で
年
齢
別
に
６
区

分
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
小
学
４

か
ら
６
年
生
の
絵
手
紙
部
門
に
は

全
国
か
ら
２
万
３
１
５
４
の
応
募

が
あ
り
、
佐
藤
君
は
そ
の
中
で
栄

え
あ
る
大
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
視
覚
障
が
い
者
児
の
パ
ソ
コ

ン
ク
ラ
ブ
（
Ｂ
Ｐ
Ｃ
―
Ｅ
）
で

は
、
パ
ソ
コ
ン
教
室
の
受
講
者

を
募
集
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
パ

ソ
コ
ン
を
活
用
し
た
い
方
や
、

す
で
に
パ
ソ
コ
ン
を
利
用
し
て

い
る
が
も
う
少
し
研
究
し
た
い

方
は
、
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

見
学
も
歓
迎
で
す
。
参
加
者
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

も
募
集
し
て
い
ま
す
。

□
と
き
　
５
月
２８
日
、
６
月
２５

日
（
毎
回
土
曜
日
）
午
前
９
時

半
～
午
後
１
時
半

□
と
こ
ろ
　
恵
那
文
化
セ
ン

タ
ー 

□
対
象
　
市
内
在
住
の
視
覚
障

が
い
者
児
の
方
や
そ
の
家
族
、

友
人

□
定
員
　
１０
人
程
度

□
内
容
　
視
覚
障
が
い
者
向
け

の
各
種
ソ
フ
ト
や
Ｓス

カ

イ

プ

ｋ
ｙ
ｐ
ｅ

を
使
用
し
て
パ
ソ
コ
ン
を
体
験

し
ま
す
。

□
料
金
　
無
料

□
そ
の
他
　
５
月
２８
日
は
午
前

１１
時
か
ら
防
災
に
つ
い
て
学
ぶ

時
間
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
両
日

と
も
正
午
か
ら
午
後
１
時
半
に

交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。
交
流

会
で
出
前
ラ
ン
チ
（
実
費
）
を

希
望
す
る
方
は
、
事
前
に
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
大
上
俊
子
志
２
５
―

３
１
１
７

　
障
が
い
者
パ
ソ
コ
ン
教
室
の

受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。
障
が

い
の
あ
る
方
で
パ
ソ
コ
ン
を

や
っ
て
み
た
い
方
、
気
軽
に
受

講
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
見
学
も

歓
迎
で
す
。
参
加
者
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
募
集

し
て
い
ま
す
。

□
と
こ
ろ
・
と
き
　
▽
市
福
祉

セ
ン
タ
ー
＝
５
月
１１
日
～
７
月

６
日
（
毎
週
水
曜
日
）
午
前
１０

時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
３
時

半
　
▽
岩
村
福
祉
セ
ン
タ
ー
＝

５
月
１３
日
～
７
月
８
日
（
毎
週

金
曜
日
）
午
前
１０
時
～
正
午
、

午
後
１
時
～
３
時

□
対
象
　
市
内
に
在
住
し
障
害

者
手
帳
や
療
育
手
帳
、
精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
持
つ

方
。
定
員
に
満
た
な
い
場
合
は

難
病
疾
患
の
方
、
６５
歳
以
上
の

高
齢
者
も
受
講
で
き
ま
す
。

※
送
迎
や
付
き
添
い
は
各
自
で

お
願
い
し
ま
す

□
定
員
　
各
１０
人
程
度
（
先
着

順
）

※
必
ず
事
前
申
し
込
み
を
し
て

く
だ
さ
い
。
日
程
に
よ
っ
て
は

在
宅
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
の

で
事
前
申
し
込
み
な
く
当
日
に

会
場
に
来
た
方
は
対
応
し
か
ね

ま
す

□
内
容
　
パ
ソ
コ
ン
入
門
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
電
子
メ
ー

ル
、ワ
ー
ド
、エ
ク
セ
ル
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
作
成
な
ど
を
個
人
の

ペ
ー
ス
で
学
び
ま
す
。

□
料
金
　
２
５
０
円
／
回
（
別

途
資
料
代
が
必
要
）

□
持
ち
物
　
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン

（
な
い
方
に
は
先
着
４
台
ま
で

貸
し
出
し
可
能
）、
筆
記
用
具

※
貸
し
出
し
は
事
前
申
し
込
み

が
必
要

□
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
　
参
加

者
の
ペ
ー
ス
に
沿
っ
た
個
別
対

応
が
で
き
る
よ
う
、
パ
ソ
コ
ン

操
作
が
で
き
る
方
、
障
が
い
の

あ
る
方
へ
の
パ
ソ
コ
ン
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
意
欲
が
あ
る
方

が
対
象
で
す
。
毎
回
の
参
加
は

無
理
な
方
も
、
１
回
の
み
の
参

加
で
も
歓
迎
で
す
。

　
　
　
　
障
が
い
者
パ
ソ
コ
ン

サ
ポ
ー
ト
え
な
（
山
田
）
志
０

９
０
―
７
０
４
７
―
５
６
４
９

思
２
６
―
１
９
８
５

は
じ
め
て
の
パ
ソ
コ
ン
講
座

□
と
き
　
６
月
７
日
～
２８
日

（
毎
週
火
曜
日
）
午
前
９
時
半

～
１１
時
半
（
全
４
回
）

□
定
員
　
１０
人
（
先
着
順
）

□
内
容
　
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
７
か

８
、８
・
１
、
１０
を
使
い
、
文
字

入
力
な
ど
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操

作
を
学
び
ま
す
。

は
じ
め
て
の
エ
ク
セ
ル
講
座
１

□
と
き
　
６
月
２
日
～
２３
日

（
毎
週
木
曜
日
）
午
後
１
時
～

３
時 （
全
４
回
）　

□
内
容
　
エ
ク
セ
ル
の
基
本
的

操
作
や
表
作
成
を
学
び
ま
す
。

□
定
員
　
１５
人
（
先
着
順
）

共
通

□
と
こ
ろ
　
恵
那
文
化
セ
ン

タ
ー 

□
料
金
　
４
５
０
円
／
回
（
別

途
テ
キ
ス
ト
代
１
２
９
６
～
１

４
０
４
円
程
度
が
必
要
）

□
受
付
期
間
　
５
月
１４
日
㈯
午

前
１０
時
か
ら
開
講
日
前
日
ま

で
。
初
受
講
者
は
５
月
２５
日
㈬

ま
で
に
申
し
込
め
ば
優
先
。
再

受
講
者
の
受
講
の
可
否
は
２６
日

㈭
以
降
に
連
絡
し
ま
す
。

　
　
　
　
パ
ソ
コ
ン
サ
ポ
ー
ト

ク
ラ
ブ
志
０
９
０
―
４
２
６
５

―
９
７
２
７

　
豊
年
を
祈
念
し
て
約
１
０
０

０
基
の
灯と

も
し

火び

で
棚
田
を
照
ら
す

「
田
の
神
様
灯
祭
り
」
を
開
催

し
ま
す
。
幻
想
的
な
棚
田
を
味

わ
い
に
来
て
く
だ
さ
い
。

□
と
き
　
６
月
４
日
㈯
午
後
４

時
～
９
時
（
雨
天
時
は
５
日
㈰

に
開
催
）

□
と
こ
ろ
　
坂
折
棚
田
広
場

（
中
野
方
町
）

※
無
料
駐
車
場
か
ら
会
場
ま
で

の
往
復
バ
ス
を
運
行
し
ま
す

□
協
力
金
　
５
０
０
円
（
小
学

生
以
下
は
無
料
）

□
内
容
　
約
１
０
０
０
基
の
灯

火
、
豊
作
の
祈
念
、
楽
器
演
奏
、

提
灯
行
列（
参
加
者
当
日
募
集
）

　
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
市
坂
折
棚
田

保
存
会
志
２
３
―
２
０
３
２

企
画
展「
碧（
あ
お
／
み
ど
り
）」

　
横
井
照
子
氏
の
作
品
に
お
い

て
象
徴
的
な
色
で
あ
り
、
日
本

人
の
歴
史
的
・
文
化
的
に
も
重

要
な
青
色
と
緑
色
の
作
品
に
焦

点
を
当
て
、
初
公
開
１１
点
を
含

む
作
品
５２
点
を
紹
介
し
ま
す
。

□
期
間
　
５
月
１８
日
㈬
～
１０
月

１６
日
㈰

□
料
金
　
▽
大
人
＝
４
０
０
円

▽
小
中
高
校
生
＝
３
０
０
円
　

※
市
民
に
は
呈
茶
サ
ー
ビ
ス

春
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
　

　
竹
ペ
ン
を
使
い
、
作
品
の
線

を
な
ぞ
っ
た
り
自
由
に
描
い
た

り
す
る
体
験
が
で
き
ま
す
。

□
期
間
　
５
月
１５
日
㈰
ま
で

□
料
金
　
大
人
４
０
０
円
（
入

館
料
、
材
料
費
を
含
む
）

※
高
校
生
ま
で
の
同
伴
者
無
料

共
通

□
時
間
　
午
前
１０
時
～
午
後
５

時
（
最
終
入
館
午
後
４
時
半
）

□
と
こ
ろ
　
横
井
照
子
ひ
な
げ

し
美
術
館
（
大
井
町
）

　
　（
一
財
）横
井
照
子
ひ
な
げ

し
美
術
館
志
２
０
―
１
１
８
１

（
月
曜
日
休
館
）

横
井
照
子
ひ
な
げ
し
美

術
館
の
イ
ベ
ン
ト

問

問

申
・

『みんなの掲示板』は、皆さんが主催
するイベントや各種募集などを市内に
周知するためのコーナーです。（営利
目的・宗教・政治に関する掲載はでき
ません）
□掲載の申し込み・問い合わせ　市長
公室広報広聴係（内線３２４）

問

申
・

問

申
・

パ
ソ
コ
ン
の
６
月
期
講

座
の
受
講
生
を
募
集

Ｂ
Ｐ
Ｃ
―
Ｅ
パ
ソ
コ
ン

教
室
＆
サ
ロ
ン
を
開
催

障
が
い
者
パ
ソ
コ
ン
教

室
の
受
講
者
を
募
集

田
の
神
様
灯
祭
り
を
開

催
問

紹
介

年
賀
状
コ
ン
ク
ー
ル
で
大

井
小
の
佐
藤
君
が
大
賞

　
市
と
協
和
ダ
ン
ボ
ー
ル
㈱

（
長
島
町
）
は
、「
災
害
時
に
お

け
る
物
資
供
給
に
関
す
る
協

定
」
を
３
月
２８
日
に
結
び
ま
し

た
。

　
こ
の
協
定
は
、
市
内
で
地
震

災
害
や
風
水
害
な
ど
が
発
生
し

た
と
き
に
、
市
の
要
請
に
よ
り

避
難
所
の
設
営
や
運
営
に
必
要

な
物
資
の
調
達
を
協
和
ダ
ン

ボ
ー
ル
が
行
う
と
い
う
も
の
で

す
。

  

災
害
時
に
体
育
館
な
ど
に
避

難
所
を
開
設
し
て
も
、
冷
た
く

て
硬
い
床
に
横
に
な
る
の
は
被

災
者
に
と
っ
て
つ
ら
い
も
の
。

協
和
ダ
ン
ボ
ー
ル
は
、「
避
難

所
用
ダ
ン
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
」
と

「
ダ
ン
ボ
ー
ル
パ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
」
を
自
社
で
開
発
。
ダ
ン

ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
は
被
災
者
自
身

が
簡
単
に
組
み
立
て
る
こ
と
が

で
き
、
保
温
性
に
も
優
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
ダ
ン
ボ
ー
ル
パ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
は
四
方
が
壁
で
囲

わ
れ
て
お
り
、
状
況
に
応
じ
て

広
さ
を
調
節
す
る
こ
と
も
で

き
、
避
難
所
で
世
帯
ご
と
に
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
り
な
が
ら
生

活
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
危
機
管
理
チ
ー
ム
（
内
線

３
５
３
）

災
害
時
に
段
ボ
ー
ル
を
供
給
す
る
協
定
を
締
結

問

▲協定を結んだ可知市長（左）と髙木社長▲災害時に有用な段ボール製品
▲年賀状コンクールで大賞を受賞した佐藤君
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市
の
発
行
す
る
広
報
や
各
課
の

出
す
案
内
書
な
ど
の
問
い
合
わ
せ

先
に
は
、
課
名
と
電
話
番
号
し
か

載
っ
て
い
ま
せ
ん
。
庁
舎
名
と
階

数
も
載
っ
て
い
れ
ば
、
案
内
板
で

探
さ
な
く
て
済
み
ま
す
。
特
に
窓

口
で
対
応
し
ま
す
と
言
う
と
き
は

場
所
を
明
記
し
て
ほ
し
い
で
す
。

　
　
　
　

（
大
井
町
・
河
瀬
さ
ん
）

　
広
報
え
な
紙
面
で
は
、

各
記
事
に
必
ず
問
い
合
わ

せ
先
と
し
て
、
課
名
と
電
話
番
号

（
内
線
番
号
）
を
明
記
す
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
が
、
各
課
の
場
所

ま
で
は
記
載
し
て
い
ま
せ
ん
。
今

後
、
お
客
様
の
来
庁
を
前
提
と
し

た
内
容
の
記
事
に
は
、
庁
舎
名
と

フ
ロ
ア
（
階
数
）
を
併
記
す
る
よ

う
に
心
掛
け
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　（
広
報
広
聴
係
）

　

中
山
道
ひ
し
屋
資
料
館
の
標
識

を
、「
御
所
の
前
」
交
差
点
に
付

け
て
も
ら
え
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。
遠
方
か
ら
来
た
方
か
ら
、
よ

く
道
を
聞
か
れ
る
事
が
あ
り
ま

す
。駐
車
ス
ペ
ー
ス
も
な
い
の
で
、

一
考
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

（
大
井
町
・
匿
名
）

　
御
所
の
前
交
差
点
に
中

山
道
ひ
し
屋
資
料
館
へ
の

案
内
標
識
を
設
置
す
る
こ
と
に
つ

い
て
は
、
県
道
で
あ
る
た
め
、
関

係
機
関
と
調
整
を
行
い
進
め
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
駐
車
場
は
、

大
井
町
自
治
会
館
駐
車
場
が
利
用

で
き
る
他
、
少
し
離
れ
ま
す
が
駅

西
駐
車
場
を
利
用
で
き
ま
す
。
駐

車
場
の
場
所
に
つ
い
て
は
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
に
表
示
す
る
な
ど
の
周
知

を
行
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　（
生
涯
学
習
課
）

　

２
月
１９
日
午
前
３
時
ご
ろ
、
山

岡
町
田
代
地
内
で
集
落
セ
ン
タ
ー

防
災
無
線
と
家
庭
内
の
音
声
告
知

器
で
サ
イ
レ
ン
の
み
が
放
送
さ
れ

ま
し
た
が
、
１
回
目
の
サ
イ
レ
ン

で
は
説
明
が
な
く
、
２
回
目
で

や
っ
と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

説
明
が
な
い
の
な
ら
サ
イ
レ
ン

を
鳴
ら
さ
な
い
で
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。
何
の
関
係
も
な
い
人
が
朝

早
く
か
ら
起
こ
さ
れ
て
、
光
熱
費

が
か
か
る
だ
け
で
す
。
市
役
所
へ

問
い
合
わ
せ
の
電
話
を
し
て
も
、

宿
直
の
方
も
分
か
ら
な
く
て
、
回

答
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　

（
山
岡
町
・
匿
名
）

　
深
夜
に
迷
惑
を
お
掛
け

し
大
変
申
し
訳
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

　
指
摘
の
あ
り
ま
し
た
２
月
１９
日

午
前
３
時
ご
ろ
に
鳴
っ
た
サ
イ
レ

ン
は
、
岩
村
町
で
発
生
し
た
建
物

火
災
の
消
防
団
召
集
サ
イ
レ
ン
で

す
。
こ
の
サ
イ
レ
ン
は
火
災
発
生

時
に
機
械
で
自
動
的
に
流
れ
る
も

の
で
、
本
来
な
ら
サ
イ
レ
ン
に
引

き
続
き
音
声
で
の
火
災
発
生
の
ア

ナ
ウ
ン
ス
が
流
れ
る
の
で
す
が
、

何
ら
か
の
理
由
に
よ
り
サ
イ
レ
ン

後
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
流
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
今
後
と
も
消
防
へ
の
理
解
と
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
消
防
課
）

　

高
齢
者
に
よ
る
交
通
事
故
が
増

加
し
て
い
ま
す
。
過
疎
地
で
は
交

通
の
便
も
悪
く
、
高
齢
者
の
買
い

物
や
外
出
が
制
限
さ
れ
ま
す
。
事

故
の
抑
止
と
生
活
改
善
の
た
め
に

公
共
交
通
利
便
性
の
改
善
を
望
み

ま
す
。

　

ま
た
中
野
方
町
が
や
っ
て
い
る

小
型
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
や
タ
ク

シ
ー
を
利
用
し
た
巡
回
サ
ー
ビ

ス
「
お
き
も
り
」
の
よ
う
に
、
地

域
の
現
状
に
即
し
た
公
共
交
通
機

関
の
導
入
も
検
討
し
て
ほ
し
い
で

す
。

　
　
　
　

（
岩
村
町
・
浅
見
さ
ん
）

　
市
内
の
公
共
交
通
の
取

り
組
み
は
、
明
知
鉄
道
沿

線
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
に

基
づ
い
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　
公
共
交
通
を
単
な
る
移
動
手
段

と
し
て
で
は
な
く
、
地
域
に
不
可

欠
な
も
の
と
し
て
位
置
付
け
、
地

域
・
交
通
事
業
者
・
市
の
３
者
で

守
り
育
て
、
持
続
可
能
な
公
共
交

通
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
中
山
間
地
や
過

疎
地
域
な
ど
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
が

十
分
に
対
応
で
き
な
い
エ
リ
ア
を

交
通
空
白
地
域
と
し
て
位
置
付

け
、
地
域
の
団
体
な
ど
に
よ
る
移

送
サ
ー
ビ
ス
を
有
償
化
す
る
場
合

に
は
、
市
の
支
援
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。
現
在
も
飯
地
町
や
串
原

の
一
部
の
地
域
で
検
討
を
進
め
て

い
る
状
況
で
す
。

　
こ
の
取
り
組
み
が
実
現
す
れ

ば
、
中
心
市
街
地
か
ら
の
幹
線
路

線
は
市
の
運
営
バ
ス
で
、
そ
の
先

の
地
域
路
線
は
地
域
の
有
償
運
送

で
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
、
高
齢

者
の
買
い
物
な
ど
の
外
出
機
会
を

増
や
す
こ
と
な
ど
の
利
便
性
を
高

め
た
見
直
し
が
可
能
と
な
り
ま

す
。

　
高
齢
者
が
公
共
交
通
機
関
を
利

用
す
る
機
会
が
増
加
す
れ
ば
、
高

齢
者
に
よ
る
交
通
事
故
防
止
の
効

果
が
見
込
め
ま
す
。

　
地
域
に
適
し
た
公
共
交
通
と
な

る
よ
う
、
地
域
住
民
と
連
携
し
て

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　（
観
光
交
流
課
）

　
先
日
、
カ
レ
ー
チ
ェ
ー
ン
が
廃

棄
し
た
食
材
が
産
廃
業
者
か
ら
食

品
会
社
に
横
流
し
さ
れ
た
と
い
う

ニ
ュ
ー
ス
が
あ
り
ま
し
た
。
ス
ー

パ
ー
や
弁
当
業
者
、
給
食
関
係
な

ど
多
く
の
業
者
に
影
響
が
出
て
い

る
よ
う
で
す
。

　
市
内
の
小
中
学
校
の
学
校
給
食

に
使
用
す
る
食
材
の
納
入
に
、
今

後
影
響
が
出
る
リ
ス
ク
は
考
え
ら

れ
ま
す
か
。
現
状
で
は
問
題
と
な

る
よ
う
な
影
響
は
見
ら
れ
ま
せ
ん

か
。

　
　
　
　（
岩
村
町
・
浅
見
さ
ん
）

　
本
市
の
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
で
は
、
指
摘
の
業
者

か
ら
の
納
入
は
あ
り
ま
せ
ん
。
使

用
す
る
食
材
に
つ
い
て
も
、
見
本

品
と
配
合
表
を
取
り
寄
せ
確
認
し

た
上
で
決
定
し
て
い
ま
す
。
納
品

時
に
は
提
出
し
た
配
合
表
と
現
物

を
確
認
し
温
度
や
産
地
、
賞
味
期

限
、
異
物
混
入
が
な
い
か
を
確
認

し
使
用
し
て
い
ま
す
。

　
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
安
全
・
安

心
な
給
食
を
提
供
す
る
た
め
に
職

員
一
同
努
力
し
て
い
ま
す
。
今
後

と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　（
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
）

　

最
近
、
ご
み
の
集
積
場
で
、
ご

み
袋
に
名
前
が
全
然
書
い
て
あ
り

ま
せ
ん
。
収
集
車
に
ご
み
を
持
っ

て
行
っ
て
も
ら
え
な
か
っ
た
時
に

い
つ
ま
で
も
残
っ
て
い
る
の
で
、

き
ち
ん
と
名
前
を
書
く
よ
う
に
指

導
し
て
ほ
し
い
で
す
。

　
　
　
　

（
山
岡
町
・
加
藤
さ
ん
）

　
市
合
併
以
前
の
旧
恵
那

郡
南
部
地
域
で
は
、
ご
み

の
正
し
い
分
別
が
さ
れ
て
い
る
か

な
ど
の
排
出
責
任
を
明
確
に
す
る

た
め
、
ご
み
袋
に
記
名
を
し
て
い

ま
し
た
。
新
市
合
併
時
に
旧
恵
那

郡
南
部
地
域
か
ら
の
要
望
も
あ

り
、
ご
み
袋
に
は
記
名
す
る
た
め

の
枠
が
現
在
も
残
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
記
名
を
強
制
す
る
も

の
で
は
な
く
、
各
地
域
や
各
自
治

会
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
管
理

者
側
で
記
名
す
る
か
ど
う
か
が
判

断
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ご
み
の
分
別
が
き
ち
ん
と
さ
れ

て
い
れ
ば
、
市
が
無
記
名
を
理
由

に
回
収
し
な
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
一
度
自
治
会
な
ど
に
確
認
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　（
市
民
環
境
課
）

　

私
は
県
外
か
ら
恵
那
市
に
来
て

家
を
買
い
、
主
人
と
子
ど
も
の
３

人
で
４０
年
税
金
を
払
い
生
活
し
て

き
ま
し
た
。
主
人
は
７２
歳
で
亡
く

な
り
今
は
仏
壇
に
い
ま
す
。
墓
は

遠
方
に
あ
り
、
私
の
病
気
で
は
遠

く
て
行
け
ま
せ
ん
。
最
後
の
人
生

の
中
で
心
の
安
ら
ぎ
が
ほ
し
い
で

す
。
共
同
墓
地
へ
入
り
た
い
の
で

す
が
一
度
考
え
て
も
ら
え
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
　
　
　

（
長
島
町
・
水
仙
さ
ん
）

　
当
市
に
は
市
営
墓
地
が

８
カ
所
あ
り
ま
す
。
そ
の

中
の
岩
村
地
区
は
、
空
き
が
出
た

場
合
は
一
般
公
募
し
、
明
智
地
区

は
地
域
で
管
理
し
て
い
ま
す
。
新

た
に
市
営
墓
地
を
整
備
す
る
計
画

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
お
住
ま
い

の
近
く
の
寺
な
ど
に
相
談
く
だ
さ

い
。
市
営
墓
地
の
空
き
状
況
や
民

間
が
経
営
す
る
墓
地
に
つ
い
て
は

市
に
問
い
合
わ
せ
が
あ
れ
ば
情
報

提
供
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　（
市
民
環
境
課
）

　

屋
内
の
広
報
に
つ
い
て
で
す

が
、
男
性
の
声
は
良
く
聞
き
取
れ

ま
す
。
し
か
し
女
性
の
声
が
、
私

の
年
齢
の
せ
い
か
聞
き
取
れ
ま
せ

ん
。
顔
が
見
え
な
い
の
で
、
も
う

少
し
ゆ
っ
く
り
と
大
き
な
声
で

言
っ
て
も
ら
え
る
と
助
か
り
ま

す
。
お
く
や
み
な
ど
は
特
に
、
も

う
一
度
繰
り
返
し
て
ほ
し
い
で

す
。

　
　
　
　

（
山
岡
町
・
加
藤
さ
ん
）

　
放
送
の
声
が
聞
き
取
れ

な
い
と
い
う
こ
と
で
、
申

し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
後

は
放
送
の
内
容
が
市
民
の
皆
さ
ん

に
分
か
り
や
す
く
伝
わ
る
よ
う
、

ゆ
っ
く
り
は
っ
き
り
を
心
掛
け
ま

す
。
な
お
、
お
く
や
み
は
現
在
も

繰
り
返
し
て
放
送
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　（
山
岡
振
興
事
務
所
）

　

防
災
士
の
資
格
を
取
っ
た
は
い

い
け
れ
ど
、
実
際
に
現
場
で
生
か

す
機
会
が
な
か
な
か
な
い
と
い
う

話
を
テ
レ
ビ
で
見
掛
け
ま
し
た
。

　

当
市
で
は
、
防
災
士
の
資
格
を

持
っ
た
方
が
地
域
で
防
災
・
減
災

チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
実
践
で

き
る
よ
う
な
機
会
や
計
画
は
検
討

さ
れ
て
い
ま
す
か
。

　
　
　
　

（
岩
村
町
・
浅
見
さ
ん
）

　
本
市
で
は
平
成
２２
年
度

か
ら
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
育

成
を
実
施
し
て
お
り
、
２７
年
度
ま

で
に
２
４
８
人
の
方
を
養
成
し
て

い
ま
す
。

　
防
災
リ
ー
ダ
ー
は
、
避
難
所
開

設
時
の
手
伝
い
や
自
治
会
へ
の
防

災
リ
ー
ダ
ー
の
名
簿
の
提
供
を
行

う
な
ど
、
必
要
時
に
地
域
か
ら
要

請
を
受
け
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
防
災
知
識
や
技
術
向
上
の

た
め
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修

や
、
行
政
か
ら
の
防
災
情
報
の
提

供
を
定
期
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
継
続
す
る

こ
と
で
、
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
方
が

地
域
で
活
動
す
る
機
会
が
増
え
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　（
危
機
管
理
チ
ー
ム
）

ご
み
袋
に
記
名
し
な
く

て
も
大
丈
夫
な
の

交
通
の
便
を
良
く
し
事

故
防
止
と
生
活
改
善
を

ひ
し
屋
資
料
館
に
標
識

と
駐
車
場
を

夜
中
に
サ
イ
レ
ン
を
鳴

ら
す
な
ら
説
明
を

共
同
墓
地
に
入
ら
せ
て

も
ら
え
な
い
か

お
く
や
み
な
ど
の
告
知

放
送
が
聞
き
取
れ
な
い

防
災
士
の
資
格
を
持
っ

た
人
の
活
躍
の
場
は

▲課名の後に庁舎名と階数を明記

市
内
学
校
給
食
の
食
材

は
安
全
で
す
か

▲本市の学校給食メニューの一例

担
当
課
が
市
役
所
の
何

階
に
あ
る
か
明
記
し
て
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□申し込み・問い合わせ
〒５０９-７２９２ （住所不要）
市長公室広報広聴係
志２６-２１１１（内線３２3） 父 母

父 母父 母

父 母

父 母

父 母

お
誕
生
日

お
め
で
と
う
！

　６月に１歳の誕生日を迎
えるお子さんの写真を募集
します。写真（なるべく１
人で胸から上で顔全体が
写っているもの）の裏に❶
住所❷氏名（ふりがな）❸
生年月日❹性別❺電話番号
❻両親の氏名❼２８字以内
のコメント❽ケーブルテレ
ビ放映の可否－を添えて、
５月１３日㈮までに申し込
んでください。
　申し込み多数の場合は先
着順で掲載します。

　東野小学校の校庭にビオトープが完成し、卒業式目前
の６年生１３人が記念の植樹を行いました。ビオトープ
とは、水や石、木、草花などの環境を整えた、生物の生
息する空間のこと。在校生の環境学習や休み時間の遊び
場、保護者や地域の人々の憩いの場として利用されます。

　
飯
地
町
に
あ
る
地
芝
居
小
屋
「
五
毛
座
」
で
、
歌
舞
伎
公
演
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
小
中
学
生
や
保
存
会
に
よ
る
歌
舞
伎
が
上
演
さ

れ
た
他
、
飯
地
町
と
笠
置
町
、
中
野
方
町
の
三
町
の
名
士
に
よ
る

「
白
浪
五
人
男
」
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
は
立
ち
見
が
出
る

ほ
ど
ぎ
っ
し
り
埋
ま
り
、
二
階
桟
敷
席
か
ら
は
、
演
技
に
合
わ
せ

て
お
ひ
ね
り
や
祝
儀
袋
が
大
量
に
舞
台
へ
投
げ
込
ま
れ
ま
し
た
。

満員の観客が五毛座で歌舞伎を堪能

足立 大
たい

河
が

くん

校庭に生物の生息空間完成 ３月２３日

　恵那市少年消防隊が「特に優良な少年消防クラブ」と
して総務大臣賞を受けました。過去に消防庁長官賞の表
彰盾を受け、その後も活発に活動していること、隊員１
人当たりの年間活動数が５回を超えていることなどの基
準を満たしていたことから、今回の受賞に至りました。

少年消防隊に総務大臣表彰 ３月２８日

格闘技王者ががい旋報告 ３月24日

　中野方町のグリーンピア跡地に造成された笠置山栗園
でクリ苗の植樹が行われました。この日植えた丹

たん

沢
ざわ

、筑
つく

波
ば

、紫
し

峰
ほう

の３種類、約１６０本は、全て同栗園で生育した
苗です。同栗園は６,５００本の木から５０㌧の収穫を見込
んでおり、この日で約４,６００本の植樹を完了しました。

合言葉は日本一のクリ園 ４月２日

　総合格闘技「ＨＥＡＴ３７」バンタム級でチャンピオン
の座に就いた春日井健

たけ

士
し

さん（山岡町出身、名古屋市在
住）が市長へ報告に訪れました。「世界的な総合格闘技
イベント出場が目標。知名度を上げて山岡町の活性化に
つなげたい」と郷土愛を熱く語ってくれました。

一輝さん 沙弥香さん

大井町

お
誕
生
日
お
め
で

と
う
！
明
る
く
優

し
い
子
に
育
っ
て

ね
♡
パ
パ
＆
マ
マ

安藤 詢
しゅう

夏
か

ちゃん

利之さん 雅子さん

大
ち
ゃ
ん
♡
１
歳

お
め
で
と
う
♡
元

気
い
っ
ぱ
い
大
き

く
な
っ
て
ね
♡

三郷町

今井 ののかちゃん
大井町

貢二さん みゆきさん

１
歳
お
め
で
と
う

♡
兄
ち
ゃ
ん
た
ち

と
仲
良
く
元
気
に

ね
！

熊谷 和
わ

紅
こ

ちゃん

大井町

洋平さん 恵里奈さん

１
歳
お
め
で
と

う
！
笑
顔
い
っ
ぱ

い
す
く
す
く
大
き

く
な
ぁ
れ
♡

後藤 夏
なつ

輝
き

くん

山岡町

佑介さん 初美さん

な
つ
く
ん
１
歳
お

め
で
と
う
♡
兄
弟

仲
良
く
元
気
に
大

き
く
な
っ
て
ね
♡

渡辺 響
ひび

人
と

くん
大井町

望さん 理恵さん

毎
日
の
小
さ
な
成

長
が
お
父
さ
ん
と

お
母
さ
ん
の
喜
び

で
す
。

５月生まれ

４月９日

父 母

大井町

毎
日
、
楽
し
い
こ

と
を
い
っ
ぱ
い
し

よ
う
ね
♪

林 朋
とも

生
き

くん

伸太郎さん 優佳さん

父 母

大井町

１
歳
お
め
で
と
う

！
わ
ん
ぱ
く
た
か

く
ん
、
元
気
い
っ

ぱ
い
育
っ
て
ね
。

渡辺 嵩
たか

陽
ひ

くん

正悟さん 千春さん
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募集中

□申し込み・問い合わせ
〒５０９-７２９２ （住所不要）企画課広報広聴係
志２６-２１１１（内線３１９）

　７月に１歳の誕生日を迎えるお子さんの写真を募集
します。写真（なるべく１人で胸から上で顔全体が写っ
ているもの）の裏に①住所②氏名（ふりがな）③生年月
日④性別⑤電話番号⑥両親の氏名⑦２８字以内のコメン
ト⑧ケーブルテレビ放映の可否－を添えて、６月１７日
㈮までに申し込んでください。
　申し込み多数の場合は先着順で掲載します。

もうすぐ１歳

平成２４年７月生まれ
のお子さんを募集

顔全体を
写してね！

父 母

父 母

父 母
伊藤 桃

もも

希
の

ちゃん

大井町

貴政さん 舞子さん

も
も
ち
ゃ
ん
の
笑

顔
で
こ
れ
か
ら
も

み
ん
な
を
癒
し
て

ね
♡

水野 実
み

央
お

莉
り

ちゃん

武並町

貴祥さん 綾子さん

元
気
い
っ
ぱ
い
笑

顔
い
っ
ぱ
い
！
姉

妹
で
仲
良
く
大
き

く
な
っ
て
ね
。

安藤 伝
でん

助
すけ

くん

岩村町

圭一さん あずささん

強
く
た
く
ま
し
く

あ
れ
！！

父 母

父 母

三浦 叶
か の ん

暖ちゃん

明智町

靖直さん 里佳さん

１
歳
お
め
で
と

う
！
笑
顔
い
っ
ぱ

い
元
気
に
す
く
す

く
育
っ
て
ね
。

伊藤 英
えい

汰
た

くん
岩村町

吉規さん 千夏さん

英
汰
お
誕
生
日
お

め
で
と
う
♡
元
気

い
っ
ぱ
い
成
長
し

て
い
っ
て
ね
！！
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新
年
度
が
始
ま
り
一
カ
月
、
市
消
防
団

も
平
成
２８
年
度
か
ら
安
藤
克
己
新
団
長
の

下
、
市
民
の
安
心
、
安
全
の
た
め
に
動
き

始
め
て
い
る
。

　
安
藤
団
長
は
明
智
町
出
身
。
旧
明
智
町

消
防
団
に
昭
和
５８
年
４
月
に
入
団
し
て
以

来
、
３４
年
間
消
防
団
活
動
に
従
事
し
て
い

る
。
入
団
当
時
は
、
世
間
で
は
ま
だ
珍
し

い
ロ
ン
グ
ヘ
ア
ー
の
若
者
だ
っ
た
。
縦
社

会
と
言
わ
れ
る
消
防
団
に
お
い
て
は
異
端

児
。
先
輩
団
員
か
ら
は
２
、３
年
で
退
団

す
る
と
言
わ
れ
な
が
ら
も
、
つ
い
に
は
団

長
ま
で
務
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
長
い
消
防
団
活
動
の
中
で
さ
ま
ざ
ま
な

災
害
現
場
に
出
動
し
た
が
、
特
に
恵
南
豪

雨
が
忘
れ
ら
れ
な
い
と
言
う
。
当
時
の
役

職
は
副
団
長
。
先
頭
を
切
っ
て
、
濁
流
に

飲
ま
れ
る
危
険
と
隣
り
合
わ
せ
に
な
り
な

が
ら
土
の
う
作
り
の
作
業
な
ど
に
当
た

り
、
懸
命
な
災
害
復
旧
作
業
に
当
た
っ
た

と
い
う
。
そ
ん
な
危
険
な
現
場
で
も
「
頼

り
に
な
る
仲
間
が
い
た
か
ら
こ
そ
、
安
心

し
て
作
業
が
で
き
た
」
と
強
く
語
っ
た
。

　
消
防
団
活
動
を
通
し
て
１０
歳
も
年
の
違

う
人
と
も
仲
良
く
な
れ
た
。
そ
れ
は
地
域

の
集
ま
り
で
も
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
に

な
り
、「
大
き
な
財
産
に
な
っ
た
」と
話
す
。

　
今
の
消
防
団
に
新
た
な
仲
間
が
少
な
く

な
っ
て
い
る
と
危
惧
す
る
が
、「
や
み
く

も
に
勧
誘
す
る
の
で
は
な
く
、 

今
の
時
代

に
合
っ
た
考
え
方
、
社
会
の
変
化
に
合
わ

せ
た
団
活
動
を
示
す
こ
と
が
必
要
」
と
思

い
を
語
る
。「
昔
の
こ
と
ば
か
り
継
承
す

る
の
で
は
な
く
、
新
し
い
こ
と
を
取
り
入

れ
て
い
く
の
も
大
切
。
例
え
ば
消
防
団
の

服
を
格
好
良
く
し
て
み
る
と
か
、
そ
ろ
い

の
分
団
ワ
ッ
ペ
ン
を
付
け
て
み
る
と
か
」

と
ア
イ
デ
ア
が
あ
ふ
れ
る
。
た
だ
し
、
単

に
仲
間
が
増
え
れ
ば
良
い
だ
け
で
は
な

い
。
こ
れ
か
ら
の
消
防
団
に
は
大
規
模
災

害
に
対
応
で
き
る
技
術
力
の
向
上
、
消
防

署
と
の
連
携
と
い
っ
た
従
来
の
訓
練
か

ら
、
よ
り
実
践
的
な
訓
練
を
重
視
し
、「
使

命
感
を
持
っ
て
活
動
し
て
い
く
こ
と
へ
の

意
識
付
け
が
大
切
だ
」
と
語
る
。

　
わ
が
町
は
自
分
た
ち
で
守
る
、
そ
う
思

う
地
域
の
若
い
人
に「
仲
間
に
な
ろ
ま
い
」

と
熱
く
語
っ
た
。

▲消防団旗を掲げる安藤団長

わが町を守るは消防団
新たな消防団スタイルへの挑戦

□プロフィル

昭和３７年生まれ。市消防団の３代目団長。
家族の協力に感謝して、消防団活動をまい進。
趣味は無心になれる釣り。

安
あ ん

藤
ど う

 克
か つ

己
み

 さん　５４歳

明智町市場町

恵那で輝いている旬な人を紹介します

2016.5.1 広報えな

１３９

個性豊かな着物姿を競う

　明智町の日本大正村で「き・も・のｉｎ大正村」が開
催されました。「モダンガール・モダンボーイ大賞」コ
ンテストには、市内はもとより、愛知県や富山県などか
ら計３５組が参加。大賞に輝いたのは、大井町の栗田有
美さん深香子さん親子でした（写真１０番と１１番）。

修復された文化財を公開

　岩村町の盛
せい

巌
がん

寺が所有し、昨年度、修復が行われた市
指定文化財「釈

しゃ

迦
か

涅
ね

槃
はん

像
ぞう

刺
し

繍
しゅう

画
が

軸
じく

」が岩村コミセンで公
開されました。慶安２（１６４９）年の制作で、経年劣化
が進み、今後の保存に支障を来す恐れがあることから、
約1千万円をかけ修復されました。

地域福祉の拠点がオープン

　中野方町に「ふれあいセンターまめの木」がオープン
しました。同施設は、子どもから高齢者まで誰でも気軽
に立ち寄れる地域の新しい総合福祉施設。旧中野方保育
園の施設を市が地元自治振興会へ無償譲渡し、改修工事
を経て地域の福祉拠点に生まれ変わりました。

交通死亡事故ゼロを願う

　春の全国交通安全運動の一環として、市交通安全女性
連絡協議会の役員が市役所を訪れました。同協議会の各
務茂美会長（写真右）は「減っていた死亡事故が、最近
また増えてきた。本年度は発生しないように願います」
とあいさつ。無事故を願い、だるまを市へ寄贈しました。

児童がシイタケの菌打ち体験

　山岡町のイワクラ公園で、山岡小の３年生３３人がシ
イタケの菌打ち体験をしました。地元住民の指導を受け
ながら1㍍ほどのコナラの原木にドリルで穴を開け、菌
を打ち込みました。「地域の森の中で共に生きる」をテー
マにした総合学習の一環で、１３年前から続いています。

若い力に期待込める

　新規学卒就職者の激励会が恵那峡のホテルで開かれ、
本年度、市内２７事業所に就職した１１５人が参加しまし
た。会では新社会人を代表して、本多金属工業の茶原大
輝さん（写真）が「地域社会の繁栄に寄与できるよう努
力します」と誓いの言葉を述べました。

４月３日４月６日

４月９日４月１４日

４月１８日 ４月１７日
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【File No.　　 爪切地蔵 つめきりじぞう  山岡町久保原３８８番地　林昌寺入口】

　鎌倉時代の終わり、草
そう

伯
はく

という僧が行基作の薬師如来像を
持って久保原村を訪れた時、ある村人がこの僧に帰依し草庵
を建てて迎えた。ある時、この草庵に一人の老僧が訪れ一夜
を過ごした。翌朝、この老僧の姿は無く、傾いた大きな一枚
岩の表面に地蔵尊像が線刻されていた。草伯は「夕べの僧は
弘法大師で、一夜のうちに爪で刻んだに違いない」として爪

ありがたい地蔵尊像が描かれている

切地蔵と名付けた。大師が岩を立てようとしたときに夜明け
となり、一番鶏が鳴き人の近づく気配を感じたため、傾いた
ままにしたと伝えられている。後世、この地蔵尊像を真っ直
ぐに起こしたところ疫病災難が起こったため、また元のよう
に戻したとも伝えられている。

毎年８月１６日に行われる爪切地蔵尊奉納花火大会（奉納煙火）は、３５０年の歴史を誇り、市
無形民俗文化財に指定されている。地域安全、五穀豊

ほう

穣
じょう

を祈る、山岡町久保原地区を代表
する伝統行事である。
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